
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
モ

ン
ゴ
ル
で
の
人
々

の
暮
ら
し
を
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
て
紹

介
。
子
ど
も
た
ち

は
「
ス
ー
ホ
」
で

出
て
く
る
大
草
原

の
イ
メ
ー
ジ
を
強

く
持
っ
て
い
ま
す

が
、
近
代
的
な
建

物
が
立
ち
並
ぶ
首

都
・
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の

様
子
や
、
移
動
式
住
居
で

あ
る
ゲ
ル
で
暮
ら
す
遊
牧

民
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
交
流
を
お
こ

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

日
本
に
暮
ら
す
子
ど
も
た

ち
と
よ
く
似
た
生
活
も

行
っ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。

　

そ
し
て
サ
ウ
ガ
ゲ
レ
ル

さ
ん
が
、
馬
頭
琴
と
ホ
ー

ミ
ー
を
披
露
。
ホ
ー
ミ
ー

と
は
一
人
で
２
つ
の
高
さ

の
音
を
同
時
に
歌
う
モ
ン

ゴ
ル
の
伝
統
的
な
歌
唱

法
。
子
ど
も
だ
け
で
は
な

く
学
校
の
先
生
も
興
味

津
々
な
様
子
。
そ
し
て
、

鼻
か
ら
息
を
吸
い
な
が
ら

演
奏
す
る
た
め
口
に
よ
る

息
継
ぎ
が
不
要
と
い
う
伝

統
的
な
奏
法
で
横
笛
「
リ
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は
町
内
を
走
る
国
道
42
号

線
沿
い
に
設
け
ら
れ
た
花

壇
の
整
備
を
長
年
続
け
、

国
土
交
通
省
か
ら
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
美
化
活
動
で
も
ご
み

処
理
問
題
に
つ
い
て
考
え

た
り
、
河
川
の
水
質
調
査
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
な
ど

に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
を

実
施
す
る
な
ど
、
長
年
に

わ
た
っ
て
様
々
な
分
野
で

多
数
の
実
績
を
有
し
て
い

ま
す
。

国
際
交
流
活
動
も

　

も
と
も
と
が
海
外
派
遣

事
業
に
出
向
い
た
町
民
の

み
な
さ
ん
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
ク
ラ
ブ
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
国
際
交
流
活
動

に
も
当
初
か
ら
積
極
的
。

町
立
学
校
に
外
国
語
の
指

導
助
手
と
し
て
滞
在
し
て

い
た
外
国
人
や
和
歌
山
県

内
へ
の
留
学
生
な
ど
を
対

象
に
町
の
文
化
を
紹
介
し

た
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

受
け
入
れ
を
お
こ
な
っ
た

り
と
い
っ
た
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
と
き
、
ク
ラ
ブ
全

体
の
活
動
と
し
て
モ
ン
ゴ

ル
の
民
族
楽
器
「
馬
頭
琴

（
ば
と
う
き
ん
）」
の
コ
ン

「
ふ
る
さ
と
創
生
」
が

き
っ
か
け

　

１
９
８
８
年
当
時
の
竹

下
内
閣
が
実
施
し
た
「
ふ

る
さ
と
創
生
事
業
」
を
ご

記
憶
の
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

全
国
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の

市
町
村
に
一
律
１
億
円
を

交
付
。
原
則
と
し
て
そ
の

使
途
は
問
わ
な
い
こ
と
と

さ
れ
、
大
き
な
話
題
と
な

り
ま
し
た
。
当
時
の
海
草

郡
下
津
町
は
人
材
育
成
を

目
指
し
て
、
意
欲
あ
る
町

民
を
海
外
に
派
遣
す
る
研

修
事
業
を
６
年
間
実
施
。

こ
の
事
業
に
は
じ
め
て
参

加
し
た
町
民
18
名
が
中
心

と
な
っ
て
こ
の
「
下
津
Ｄ

Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
し

ま
し
た
。

様
々
な
部
会
が
活
躍

　

ク
ラ
ブ
全
体
と
し
て
は

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
講

演
会
や
調
査
研
究
活
動
の

ほ
か
、
住
民
に
豊
か
な
文

化
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い

と
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
実
施
。
そ
の
ほ
か
ク
ラ

ブ
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

国
際
交
流
、
環
境
美
化
な

ど
の
各
種
委
員
会
を
設
置

し
、
各
々
が
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

調
査
研
究
活
動
の
一
環

で
は
、
町
民
や
町
を
訪
れ

る
観
光
客
の
視
点
に
立
っ

て
、
町
内
の
様
々
な
案
内

標
識
の
整
備
状
況
を
独
自

に
調
査
し
、
そ
の
結
果
を

提
言
書
に
ま
と
め
て
町
に

提
出
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

提
言
を
も
と
に
町
が
標
識

を
58
ヶ
所
に
新
設
す
る
と

い
っ
た
成
果
を
あ
げ
ま
し

た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

豊かなまちづくりとひとづくり～下津 DHC クラブ
　海南市下津町を中心に様々な活動を展開しているまちづくり団体「下津 DHC クラブ」。「ふるさとに夢（DREAM）と希望（HOPE）を持って挑戦
（CHALLENGE）する」を合言葉に活動を続け、今年 10 月に設立 30 周年を迎えます。その活動を追います。

サ
ー
ト
を
開
い
た
と
こ

ろ
、
馬
頭
琴
は
地
域
の
小

学
校
２
年
生
が
国
語
の
教

科
書
で
学
ぶ
モ
ン
ゴ
ル
民

話
「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」

に
登
場
す
る
楽
器
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
小
学
校
へ

の
出
前
授
業
を
開
始
し
ま

し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
音
楽
の

出
前
授
業

　

周
辺
の
小
学
校
に
提
案

し
た
と
こ
ろ
、
今
年
度
は

和
歌
山
市
と
海
南
市
の
小

学
校
合
計
３
校
で
出
前
授

業
の
開
催
が
決
ま
り
、
モ

ン
ゴ
ル
の
名
誉
文
化
大
使

を
務
め
る
佐
藤
紀
子
さ
ん

と
、
モ
ン
ゴ
ル
伝
統
芸
術

協
会
会
長
を
務
め
る
Ｍ
・

サ
ウ
ガ
ゲ
レ
ル
さ
ん
を
招

い
た
授
業
が
実
現
し
ま
し

　2017 年に連載しました、SDGs「国連・持続可
能な開発目標を知ろう」の連載記事をバックナン
バー集としてまとめました。各種教材としてご活
用下さい。
　「わかつく」バックナンバー掲載ページ http://w
ww.wnc.jp/wakatsuku/ から PDF で入手できます。

S D
G を知ろう　バックナンバー集

国連・持続可能な開発目標
s

ン
ベ
」
を
演
奏
。
最
後
に

は
「
世
界
で
一
つ
だ
け
の

花
」
を
子
ど
も
た
ち
の
手

拍
子
と
歌
に
合
わ
せ
な
が

ら
披
露
。
子
ど
も
た
ち
も

終
始
楽
し
そ
う
に
モ
ン
ゴ

ル
の
伝
統
音
楽
に
触
れ
て

い
ま
し
た
。

課
題
は
や
は
り
…

　

下
津
港
へ
の
船
舶
の
寄

港
が
年
々
減
る
な
ど
、
下

津
の
街
な
か
の
に
ぎ
わ
い

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い

い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減

少
や
少
子
化
も
大
き
な
課

題
。
ま
た
文
化
活
動
に
は

外
部
の
支
援
が
受
け
づ
ら

い
と
い
う
事
情
も
あ
り
、

モ
ン
ゴ
ル
音
楽
の
出
前
授

業
も
困
難
に
な
り
始
め
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
出
前
授
業
を

受
け
た
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
、
外
国
の
文
化
を
学
ぶ

こ
と
に
よ
る
成
長
は
、
も

と
も
と
の
ク
ラ
ブ
発
足
時

の
想
い
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
30
年
間
守
り
続

け
て
き
た
自
分
た
ち
の
ふ

る
さ
と
は
自
分
た
ち
が
切

り
拓
い
て
い
く
と
い
う
ク

ラ
ブ
の
精
神
は
今
後
も
受

け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。　
（
志
場
久
起
）

次回の「わかつく」は

　和歌山に拠点を置く企業のなかで、本業だけでは
なく、本業以外の分野でも積極的に地域貢献をおこ
なっているところが増えています。その事例をご紹
介します。わかつく 232 号は 3月 13日付です。
※ 事情により内容が変更になる可能性があります

まずは自らが被災しないために。そして万一地域が被災したときのために。

NPO・ボランティア団体のための防災講座
　近年、大規模な災害が多発しています。大規模災害が発生した被災地では NPO やボランティア団体のニー
ズが急激に増加する傾向が多くなっています。まずは、NPO・ボランティア団体自体が災害にあわないこと
が重要です。
　災害のなかでも「気象災害」については、いわゆる「警戒レベル」の導入など、起こりうる災害が事前に
予測できるようになりました。気象災害に関する様々な情報を学び、気象災害から自分たちの身を守るとと
もに、万一わたしたちの地域が被災したときに、NPO・ボランティア団体として何ができるかを考えます。

※本講座は、和歌山地方気象台の「出前講座」事業を活用して実施します。

【日　時】3 月 2日（月）18:00 ～ 19:30
【場　所】和歌山市地域フロンティアセンター（フォルテワジマ 6 階）
【参加費】無料
【内　容】 ① 気象災害に関する講座　講師：大西 実さん（和歌山地方気象台 土砂災害気象官）
　　　　 ② 被災時にできることを考えるワークショップ
　　　　　　　　　　 　講師： 志場 久起（和歌山県 NPO サポートセンター副センター長）
【対　象】NPO・ボランティア団体で活動されている方
【定　員】25 名（事前にお申込ください）
【お申し込み・お問い合わせ】
　和歌山県NPO サポートセンター
　TEL 073-435-5424　FAX 073-435-5425　E-mail info@wakayama-npo.jp
【主　催】和歌山市NPO・ボランティア推進協議会、和歌山県NPOサポートセンター

～そうだったのか！非営利団体・ボランティアの広報最初の一歩～

NPO・ボランティアのための広報・初級編
　NPO・ボランティア団体は、活動への参加の呼びかけ、ボランティアの募集、支援者の募集など、
様々な場面で「広報」する機会があります。
　どんな広報をすれば、市民のみなさんに伝わりやすいのか、NPO での広報実務経験の実績が豊
富な石井さんから学びます。

※ お申込み時におうかがいする個人情報は本講座の運営事務のみに用います。

こちらからスマートフォンで
お申し込みいただけます

こちらからスマートフォンで
お申し込みいただけます

【日　時】3 月 7日（土）14:00 ～ 16:00
【場　所】和歌山市地域フロンティアセンター（フォルテワジマ 6階）
【参加費】300 円（資料代）、ご自身の団体の広報物をご持参ください。
【講　師】石井大輔さん（「ファンドレイジングのレシピ」代表／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファンドレイジング・コーディネーター）
【対　象】NPO・ボランティア団体で活動されている方
【定　員】30 名（事前にお申込ください）
【お申し込み・お問い合わせ】
　和歌山県NPO サポートセンター
　TEL 073-435-5424　FAX 073-435-5425　E-mail info@wakayama-npo.jp
【主　催】和歌山市NPO・ボランティア推進協議会、和歌山県NPOサポートセンター

これまで 200 回以上モンゴルを訪問した
ことがあるという佐藤さん。子どもにも
わかりやすくモンゴルの文化を紹介。

これまで 200 回以上モンゴルを訪問した
ことがあるという佐藤さん。子どもにも
わかりやすくモンゴルの文化を紹介。（上）馬頭琴の演奏とホーミーを披露するサウガゲ

レルさん（下）リンベと手拍子に合わせて曲を楽し
む　（いずれも和歌山市立紀伊小学校にて）


